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（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

その他
※対系の売上高比率の集計期間は、全
て
全社における5月～同年12月によるも

・高断熱・高気密住宅の説明・推進
・省エネ・創エネ商品の販売促進

上記参照。
・高断熱・高気密住宅の説明・推進
・省エネ・創エネ商品の販売促進

・高断熱・高気密住宅の説明・推進
・省エネ・創エネ商品の販売促進

制作と同調し、原則的にZEH以上の性
能値を有する住宅の建設のアシストを
行っている。

・高断熱・高気密住宅の説明・推進
・省エネ・創エネ商品の販売促進

・太陽光発電設備等、創エネ設備の販
売促進
・高性能断熱材、高効率エアコン、エ
コキュート、節湯水栓等、エネルギー
効率が高くなる商品の販売促進

太陽光発電設備の売上は、是年費98＆
とビゲンとなっている。しかしながら
当社の売上には計上されないものの、
PPA事業の引合いも数件発生してお
り、発電事業自体のマーケットｃでは
拡大が見込まれる。
その他の省エネ関連設備・機器の販売
については、キャンペーンをうつなど
して継続的な販促活動を行っている。

・太陽光発電設備等、創エネ設備の販
売促進
・高性能断熱材、高効率エアコン、エ
コキュート、節湯水栓等、エネルギー
効率が高くなる商品の販売促進

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2022

ゴール 2021 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2022 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

当社の基幹的な事業活動を通じSDGｓに取組むことで、持続可能な活動・社会貢献を実施する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

当社が販売する建材・設備を使用することで、高断熱・高気密・省エネルギーの住宅の建設・リフォームを可能とする。ま
たこれは個人・家族単位での健康につながり、更に個人乃至世界の環境・エネルギー問題の改善に資するサービスとなる。
当社はこのような事業活動を通じ、SDGｓの達成を図る。

目標に関連する取組内容

・良質なトイレの販売促進
・和洋リモデル工事の推進

当社の基幹的な商品であり、常に販売
には注力している。

・良質なトイレの販売促進
・和洋リモデル工事の推進

・高性能断熱材、及び高性能サッシの
販売促進
・UA値の計算促進
・高性能換気システムの販売促進

高性能断熱材（吹付ウレタン断熱材）
の累計売上実績値は、前年比で78％と
停滞しているが、これは本断熱材を取
扱う同業者が増えたためであり、本断
熱材のマーケットはむしろ拡大傾向に
ある
サッシについては専門の部署を設置し
たことも功を奏し、前年比122％と大
きく増加した、しかしながら未だに複
合サッシの需要も大きく、内容には課
題が残る結果となった。
ua地の計算については、説明義務制度
の施行もあり需要の拡大が見込まれた
が、実際には殆ど増加は見られなかっ
た。
高性能換気システム（第一種熱交換換
気システムの売上は前年比109％と微
増となっている。

・高性能断熱材、及び高性能サッシの
販売促進
・UA値の計算促進
・高性能換気システムの販売促進

株式会社丸八　静岡営業所

７．卸売・小売業業　　　　　種
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６ https://maruhachi.info/
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130 人
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ホームページＵＲＬ

従業員（構成員）数

４ 代表者　職・氏名
職　　　　　名

氏　　　　　名

代表取締役

河合　国輝


